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カラマツ大径材の柱・梁への利用
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1．はじめに
現在，道内のカラマツ林から出材される原木の径

 

は30cmを超えるもの（大径材）が増えてきています。

 

しかしその多くは大径である利点が生かされずに使

 

用されており，今後，付加価値の高い建築用材とし

 

ての利用が期待されています。そこで我々は道産カ

 

ラマツ大径材を有効活用するための製材・乾燥方法

 

について，H21年度より研究をスタートしました。本

 

年度はカラマツ大径材の付加価値を高めるため①効

 

率の良い製材方法の検討，②乾燥技術の検討につい

 

て研究を進めました。

3．製材の結果

5．人工乾燥

平角材の乾燥スケジュール例

※平角の製材寸法は全て
120×295×3,650 mm

6．まとめと考察

2．主材を平角材とした場合の木取り図例

径級52cm

■：平角材
：正角材

■：集成材原板
○：髄の位置

原木別の採材数と製材歩留まり（主材：平角材）

4．原木および製材の強度測定

打撃音法による

 

ヤング係数の測

 

定を行いました

（X）

（X）＝66.5時間とした場合の水分傾斜（含水率）

（X）＝355時間とした場合の水分傾斜（含水率）

全体 表層 第2層 第3層 中心
平均(%) 19.2 13.5 21.1 26.8 28.7

全体 表層 第2層 第3層 中心
平均(%) 11.2 9.2 11.9 13.8 14.4

原木およびその原木から得られた

 

製材の動的ヤング係数

径級(cm) 40 42 44 46 48 50 52
平角材(本) 2 2 2 1～2 2 2 2
正角材(本) 0 0 2 2～4 2 2～3 2～3
集成材原板等(枚) 3～4 4 3 5 5 4～7 7～8

歩留まり(%) 52～59 54 61 58～61 56 55～57 53～60

※乾燥日数は合計7～18.8 日間を要した

北海道内において出材量増加が予想されるカラマツ大径材を，品質や性能の確かな建築構造材（柱・梁）

 

として安定供給するための生産技術について検討しました。ここでは，本年度の研究内容とその成果をご紹

 

介します。

①効率の良い製材方法の検討

☆歩留まり良く平角材を取る木取り方法開発の目途が立ちました。今後は一般化を目指した木取りプログ

 

ラムの作成につなげる予定です。

☆原木強度と平角材強度には相関関係（つながり）が見られました。原木段階で強度選別し強度に合った

 

製材品を取る「振り分け」の有効性が示されました。

②乾燥技術の検討

☆平角材内部の含水率を均一化し，水分傾斜を軽減することができました。しかし，商業ベースで考える

 

と，乾燥に時間がかかりすぎているので，今後は組み合わせ乾燥（蒸気＋高周波）を検討しています。

乾球温度
(℃)

湿球温度
（℃）

時間
(ｈ)

100 100 16
120 90 11
110 80 19
90 60 （X）
80 77 48




